








　調査地域:岩手県紫波町,同県安代町である。

　紫波町:県都盛岡市の南 16Km に位置する半商半農の町であり県内では民度の

高い町である。

　安代町:奥羽山系山麓に位置し秋田県に接し寒冷豪雪の町である。

　調査対象:両町に在住する乳児で奇形,代謝異常を伴わない,身体発育 M±1/2

σ以上の者で,しかも慢性疾患を有しない正常と判定された乳児である。勿論,

低体重出生児は含まない。

　紫波町:母乳栄養児,延209名(但し,生後5日まてミルクを飲んだものを含む),

次いで母乳から 1～2 カ月令て混合栄養,人工栄養に移ったもの延 106 名,混合

栄養児延 118 名,混合栄養から人工栄養に移ったもの延 61 名(この中には半カ

月程度母乳を途中で哺乳したもの混合から母乳さらに人工栄養へと移ったもの

も含んている。)人工栄養児(1 カ月令の間混合栄養のもの 4 名を含む)延 62 名

である。


